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パイオニア株式会社
企業説明会

パイオニア株式会社
取締役社長 小谷 進

2011年11月29日
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1. 2012年３月期 連結業績予想

2. 新・中期事業計画について

当プレゼンテーション中、当社の現在の計画、概算、戦略、判断などの記述、また、その他すでに確定した事実以外の記
述は、当社の将来の業績の見通しに関するものです。これらの記述は、現在入手可能な情報による当社経営陣の仮定
および判断に基づいています。実際の業績は、様々な重要なリスク要因や不確定要素によって、見通しの中で説明され
ている業績から大きく異なる可能性もありますので、これらの記述に過度に依存されないようお願いします。また、当社は
新たな情報、将来の事象、その他の結果によってこれらの記述を常に見直すとは限らず、当社はこのような義務を負うも
のではありません。当社に影響を与え得るリスクや不確定要素には、(1)当社が関わる市場の一般的な経済情勢、特に消
費動向や当社が製品等を供給する業界の動向、(2)為替レート、特に当社が大きな売上や資産、負債を計上するユーロ、
米ドル、その他の通貨と円との為替レート、(3)競争の激しい市場において、顧客から受け入れられる製品を継続して設計、
開発する能力、(4)事業戦略を成功させる能力、(5)他社との合弁、提携またはその他事業関係の成功、(6)資金調達能力、
(7)研究開発や設備投資に十分な経営資源を継続して投下する能力、(8)製品に関する品質管理能力、(9)生産に必要な
重要部品を継続して調達し得る状況、(10)偶発事象の結果などが含まれますが、これらに限られるものではありません。

本日の内容
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1. 2012年３月期 連結業績予想

2. 新・中期事業計画について

本日の内容

4

震災の影響
– 通期の影響見通しには、期初（売上約190億円減、営業利益約50億円減）から変更

なし

タイの洪水影響
– カーエレクトロニクス事業の主力２工場が被災、現在操業停止中。既に、代替生産を

開始

– 部品メーカー被災による影響については、代替部品の採用等で影響最小化を図る

– 下期業績に与える影響として、売上約270億円減、営業利益約100億円減を見込む

その他の前提条件
– 自動車メーカーの当社受注見通しは、第４四半期は前年同期比100％以上

– 為替前提は、１ドル＝75円、１ユーロ＝105円

2012年３月期業績予想

– 通期業績予想を、売上高4,400億円（期初計画比300億円の減）、営業利益110億
円（同65億円の減）に修正

2013年３月期以降に与える影響

– 当期中に、代替生産、代替部品等の切り替えを完了し、来期より、新・中期事業計画
の成長路線に戻る計画

2012年３月期 連結業績予想のポイント
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１．被害および復旧、リカバリー状況
《生産面：被災工場の復旧を待たずに代替生産を開始⇒生産体制のリカバリーにはメド》

パイオニア・マニュファクチュアリング・タイランド、トーホク・パイオニア・タイランド
（ともにカーエレクトロニクス製品を製造）が浸水被害。10月８日より操業停止

11月３日、中国での代替生産を皮切りに、日本、マレーシアで順次代替生産を開始

11月7日より、ロジャナ工業団地で排水開始

11月25日より、タイでのサテライト工場で代替生産開始

第４四半期に増産

《部品調達面》

課題となるキーパーツについては、代替部品の採用、設計変更で対応

2. 業績への影響
（－） カーエレクトロニクス製品の生産減およびそれに伴う販売減、代替生産に伴う費用

および投資の発生

（＋） 代替生産、第４四半期での増産、および経費削減により挽回

2012年３月期下期：売上は約270億円減、営業利益は約100億円減を見込む

タイの洪水の影響について

6

海外  2,375 2,170 2,415

国内  2,200
2,230

2,285

b. 190
b.190a. 270

4,400
4,700

4,575

110
158 175

b.50a.100

FY11 　　FY12　

今回予想

  FY12　　

当初予想　

（参考）

b .50

2012年３月期 通期連結業績予想
（単位：億円）

9.7%

61.0%

69.6%

96.2%

前期比

13512375経 常 利 益

40

175

4,700

5/11 当初

予想 （参考）

10410当期純利益

158110営 業 利 益

4,5754,400売 上 高

前期実績今回予想

113.12 円

85.72 円

前期実績

1ユーロ

1USドル

今回予想

80円75円
為替前提

レート
110円105円

5/11 当初

予想（参考）

3.0%

264.78 円

12.0%

32.24 円

前期実績
8/4

予想（参考）
今回予想

12.46円3.11円１ 株 当 た り 純 利 益

4.9%1.2%ROE

0.3%

240.25円

1.3%

278.14円

ROA

１ 株 当 た り 純 資 産

（注）

1．当期純利益は、前期には、旧本社ビルなどの資産売却益を含んでおります。今期は、退職給付制度の一部を確定拠出年金制
度へ移行することに伴い、移行部分に相当する退職給付債務の未認識部分を一括償却するため、特別損失を見込んでいます。

２．１円の円高インパクト（残り６ヵ月）は、売上高では、US$は、約▲13.0億円、 €は、約▲2.8億円、営業利益では、 US$は、約0.9億
円（良化）、 €は、約▲1.5億円。

売上高

営業
利益

（億円）

a. タイの洪水による影響額

b. 震災影響額
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（単位：億円）

洪水影響
を除いた

売上増による
売上総利益増加

原価率悪化
販売費及び
一般管理費

の減少

為替影響

2012年３月期業績予想： 営業利益期初計画比

-5 +110+175 +15 +25 -100

タイの洪水
による影響

FY12通期

営業利益
前回計画

FY12通期

営業利益
今回発表

65億円の減少

上期上振れ

-10+10

下期 40

上期 70

下期 115

上期 60
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1,520
1,345海外   1,464

1,330

1,325国内   1,077

b. 110

b. 110

a. 200

2,541 2,850
2,670

130140

70

b. 30

b. 30

a. 85

FY11 FY12今回予想 FY12当初予想

(参考)

OEM比率 41% （前期 43%）＜ 売上高 ＞

約200億円の減少タイ洪水の影響

約110億円の減少震災の影響

市販カーナビゲーションシステム

OEMカーナビゲーションシステム

増収要因

105％ （国内 123％、海外 92％）対前期

＜ 営業利益 ＞

約85億円の悪化タイ洪水の影響

売上増による売上総利益増加（+約31億円）良化要因

約30億円の悪化震災の影響

販売費及び一般管理費の増加（-約64億円）

原価率悪化(-約38億円)

悪化要因

約45億円の悪化対前期

2012年３月期予想： カーエレクトロニクス

＜ 出荷台数 ＞

7,370

970

FY12今回予想

6,600市販カーCD

730市販カーナビ

ＦＹ11

（単位：千台）

注）セグメント別営業利益は、セグメント間取引消去前の金額を表示しています。

売上高

営業
利益

a. タイの洪水による影響額

b. 震災影響額

（億円）
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690655海外   743

660
625

国内   833

b. 70
b. 70

a. 64

1,576

1,350
1,280

3525 35

b. 10b. 10
a. 10

FY11 FY12今回予想 FY12当初予想

(参考)

＜ 売上高 ＞

約70億円の減少震災の影響

約64億円の減少タイ洪水の影響

ホームAV製品、DJ機器、AVアクセサリー増収要因

光ディスク事業、CATV関連機器減収要因

81％ （国内 75%、海外 88％）対前期

＜ 営業利益 ＞

約10億円の悪化タイ洪水の影響

コストダウンによる原価率良化（+約38億円）

販売費及び一般管理費の減少(+約22億円）

良化要因

約10億円の悪化震災の影響

売上減による売上総利益減少(-約50億円)悪化要因

約10億円の良化対前期

2012年３月期予想: ホームエレクトロニクス

売上高

営業
利益

注）セグメント別営業利益は、セグメント間取引消去前の金額を表示しています。

（億円）

a. タイの洪水による影響額

b. 震災影響額

10

205
170海外   168

295

280国内   290

b. 10

b. 10
a. 6458 500

450

51
0

b. 5

b. 5

a. 5

FY11 FY12今回予想 FY12当初予想

(参考)

2012年３月期予想: その他

営業
利益

売上高

＜ 売上高 ＞

＜ 営業利益 ＞

約10億円の減少震災の影響

約６億円の減少タイ洪水の影響

FA機器、特許料収入増収要因

電子部品、携帯電話用スピーカーユニット減収要因

98％ （国内 97％、海外 101％）対前期

約５億円の悪化タイ洪水の影響

特許料収入良化要因

約５億円の悪化震災の影響

電子部品悪化要因

約１億円の悪化対前期

注）セグメント別営業利益は、セグメント間取引消去前の金額を表示しています。

（億円）

a. タイの洪水による影響額

b. 震災影響額
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FY12 前期比
円ベース： 86%

タイ洪水影響額
▲約70億円
震災影響額
▲約20億円
増収要因
ホームAV製品
DJ機器
減収要因
光ディスク事業
OEMカーオーディオ＆
カーナビゲーションシステム

1,025

b. 20
a. 70

1,191

0

500

1,000

1,500

FY11 FY12今回予想

505

b. 10
a. 20

503

0

200

400

600

800

FY11 FY12今回予想

FY12 前期比
円ベース： 100%

タイ洪水影響額
▲約20億円
震災影響額
▲約10億円
増収要因
ホームAV製品
減収要因
OEMカーオーディオ
携帯電話用スピーカー
ユニット

2,230

b. 120
a. 120

2,200

0

1,000

2,000

3,000

FY11 FY12今回予想

640

b. 40
a. 60

682

0

500

1,000

FY11 FY12今回予想

FY12 前期比
円ベース： 94%

タイ洪水影響額
▲約60億円
震災影響額
▲約40億円
増収要因
特許料収入
減収要因
市販カーオーディオ
OEMカーオーディオ

（単位：億円）

FY12 前期比
101%
タイ洪水影響額
▲約120億円
震災影響額
▲約120億円
増収要因
OEM&市販カーナビゲーション
システム

ホームAV製品
減収要因
光ディスク事業
OEMカーオーディオ
CATV関連機器、電子部品

北米日本

欧州 その他地域

2012年３月期予想： 地域別売上高

a. タイの洪水による影響額

b. 震災影響額

a. タイの洪水による影響額

b. 震災影響額

a. タイの洪水による影響額

b. 震災影響額

a. タイの洪水による影響額

b. 震災影響額
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594 548

360 330

350

(170)

8.0
7.27.7

9.8

8.2

FY08 FY09 FY10 FY11 FY12今回予想

（
億

円
）

1,049
849

551 596 585

4343

76

53

47

FY08 FY09 FY10 FY11 FY12今回予想

（
億

円
）

443 432 393 298 260

(123)

FY08 FY09 FY10 FY11 FY12今回予想

（
億

円
）

622
458

238
325

221
(82)

FY08 FY09 FY10 FY11 FY12今回予想

（
億

円
）

棚卸資産

設備投資

研究開発費

減価償却費

2012年３月期予想： 棚卸資産、研究開発費、設備投資、減価償却費

（６ヵ月実績）

（６ヵ月実績） （６ヵ月実績）

回転日数

対売上高比率 ％
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(単位：億円）

476

1.0倍

403

27.4% 

885

FY11

410

1.1倍

465

25.0% 

810

FY12今回予想

1.9倍1.6倍D/E 比 率

7381,154ネ ッ ト 有 利 子 負 債

637

25.8%

1,118

FY09 FY10

902現 金 及 び 預 金

22.4%自 己 資 本 比 率

907純 資 産

【財務指標】

413

-742

39

375

FY11

-55

5

-320

265

FY12今回予想

-999

858

-383

-616

FY09 FY10

-5フリー・キャッシュ・フロー

218財務キャッシュ・フロー

-84投資キャッシュ・フロー

80営業キャッシュ・フロー

【キャッシュ・フロー】

注） 1.  「投資キャッシュ・フロー」、「現金及び預金」には、３ヵ月超の定期預金を含んでいます。

２. D/E 比率＝有利子負債÷（純資産－少数株主持分）

2012年３月期予想： キャッシュフローおよび財務指標
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1. 2012年３月期 連結業績予想

2. 新・中期事業計画について

本日の内容
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新・中期事業計画のポイント

１．成長戦略により、安定的かつ確実に増収増益の実現を

目指す

２．新・中期事業計画のＦＹ14の目標：

売上高 5,700億円

営業利益（率） 310億円 （5.4％）

純利益 210億円
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パイオニアの企業理念・企業ビジョン

企業理念

「より多くの人と、感動を」

企業理念

「より多くの人と、感動を」

新・中期事業計画により、下記の企業理念・企業ビジョンを具現化

企業ビジョン

「街でも家でも車でも、笑顔と夢中が響き合う」

企業ビジョン

「街でも家でも車でも、笑顔と夢中が響き合う」
多 人 感動

次のパイオニアを、はじめよう
２０１５ビジョン
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カーエレクトロニクス

ホームエレクトロニクス

その他事業

158

92

-545 -175

110

270
310

-190

-1,305

-583

10

150

210

104

7,745

5,588

4,575

5,300
5,700

4,4004,390

-5,000

0

5,000

10,000

FY08実績 FY09実績 FY10実績 FY11実績 FY12見通し FY13計画 FY14計画

-250

0

250

500

新・中期事業計画 ー 業績見通し

今回の新・中期事業計画より、本格的な成長フェーズへ移行

構造改革により
経営基盤を回復

売上・利益ともに
本格的成長へ

リーマン・ショック

東日本大震災

（売上高）

構造改革社長交代

（単位：億円）

タイ大洪水

（損益）

※営業利益率
FY11 3.5% ⇒ FY14 5.4%

営業損益

純損益

営業

利益

売上高

震災・洪水影響

▲約100億円-洪水

▲約50億円▲16億円震災

▲約270億円-洪水

▲約190億円▲42億円震災

ＦＹ12予想ＦＹ11
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（単位：億円）

売上増による
売上総利益増加

原価率良化
販売費及び

一般管理費の増加

2013年３月期 営業利益増減要因

+200 +270-130

160億円の増加

+110 +90

FY12通期

営業利益
（修正後）

FY13通期

営業利益
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新・中期事業計画の骨子

1. 既存事業の堅実な成長

2. 新興国市場への進出と事業拡大

3. 新規事業の開発

4. 戦略的アライアンスの推進

以下の4つの取り組みを柱に、成長を実現

新・中期事業

計画の骨子
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新・中期事業計画の骨子

新・中期事業

計画の骨子

1. 既存事業の堅実な成長

2. 新興国市場への進出と事業拡大

3. 新規事業の開発

4. 戦略的アライアンスの推進

以下の4つの取り組みを柱に、成長を実現
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キーメッセージ

1. 既存事業の堅実な成長

コア事業であるカーエレクトロニクスは、安定的かつ確実に増益

を実現

（営業利益率： ＦＹ11 5.5％ ⇒ ＦＹ14 6.6％目標）

市販事業では、オーディオは新興国中心に、またナビゲーションはグロー

バルに、継続して事業拡大を図る

ＯＥＭ比率は増加するが、ローコストオペレーションとアライアンスにより、

利益性を向上させる

ホームエレクトロニクスは、全事業黒字化により、増益を実現

（営業利益率： ＦＹ11 1.6％ ⇒ ＦＹ14 4.8％目標）

22

220
200

70

140

2,541
2,670

3,250
3,350

0

1,000

2,000

3,000

4,000

FY11 FY12 FY13 FY14

0

100

200

300

400

営業利益

１．既存事業の堅実な成長 （カーエレクトロニクス） (1/5)

強固なブランド力と独創的な価値創造力による持続的成長

新興国での販売拡大とブランドＮｏ.１の実現

ローコストオペレーション推進による収益性の向上

戦略的アライアンスの推進

強固なブランド力と独創的な価値創造力による持続的成長

新興国での販売拡大とブランドＮｏ.１の実現

ローコストオペレーション推進による収益性の向上

戦略的アライアンスの推進

グローバルな自動車市場の伸びを背景に堅実に成長

（単位：億円)
(営業利益)（売上高） カーエレクトロニクス 売上計画

※OEM比率 FY11   43% ⇒ FY14  49%
利益率 FY11 5.5% ⇒ FY14  6.6%

ＯＥＭ

戦略的アライアンスの推進

市販

主要方針（FY12～）

ボリュームゾーンへの競争力ある商品展開ボリュームゾーンへの競争力ある商品展開

主要取引先との関係強化による事業拡大主要取引先との関係強化による事業拡大

協業を基軸とした開発効率向上による収益性改善協業を基軸とした開発効率向上による収益性改善

地域特性に合致した付加価値商品展開地域特性に合致した付加価値商品展開

市販・ＯＥＭ両事業保有の強みを活かし新興国市場等攻略市販・ＯＥＭ両事業保有の強みを活かし新興国市場等攻略

OEM

市販
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グローバルな自動車市場の伸びを背景に継続拡大

市販

カーオーディオ： カーＣＤの堅実な伸びとカーＡＶの販売拡大
ボリュームゾーンでの豊富なラインアップ展開と機能・価格競争力の維持

独自技術による新価値提案

新興国ニーズに適合した機能・価格両立商品の導入

商品強化によるカーＡＶの販売拡大

カーナビゲーション： グローバルな戦略推進
地域特性に合致した付加価値商品展開

新車販売台数予測 （全世界）

（単位： 万台）

ＯＥＭ

主要取引先との関係強化による事業拡大
主要取引先との連携強化と、パイオニアらしい商品提案による着実な事業成長

カーディーラーチャネルにおけるビジネス拡大
新興国を中心としたカーディーラーチャネルの拡大によるビジネスの伸張

（FOURIN世界自動車統計年刊2011）

抜本的コストダウン、アライアンスによる収益性の向上
設計思想の変革に基づいた標準化・共用化の推進によるハード／ソフトの開発効率

の向上、工数削減等による効率的な製品バリエーション展開、三菱電機株式会社と

の協業による開発費の圧縮等により、カーエレクトロニクス全体で収益性向上を図る。

カーエレクトロニクス共通

１．既存事業の堅実な成長 （カーエレクトロニクス） (2/5)

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

CY10 CY11 CY12 CY13 CY14 CY15

先進国

新興国
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10,000

20,000

30,000

FY11 FY12 FY13 FY14

カーＣＤの堅実な伸びと、カーＡＶの販売拡大

カーＣＤ／ＡＶ施策

ボリュームゾーンでの豊富なラインアップ展開と
優れた機能・価格競争力

新興国向け モニター付
カーＤＶＤプレーヤー

ＭＰ３対応カーＣＤプレーヤー

カーＣＤ市場規模予測 （単位：千台） カーＣＤ 販売台数計画

（単位：千台）

（パイオニア予測）

〔カーＣＤ〕

新興国 台数伸張率 50% FY11-FY14

米国シェア FY11 22% ⇒ FY14 27%

西欧シェア FY11 12% ⇒ FY14 22%

カーＡＶ 市場規模予測 カーＡＶ 販売台数計画

ブルートゥース内蔵
カーＡＶ・モニター
一体機

ＵＳＢ/ｉＰｏｄ対応
カーＣＤプレーヤー

１．既存事業の堅実な成長 （カーエレクトロニクス） (3/5)

ノンストップミックス再生を実現する独自技術
「ＭＩＸＴＲＡＸ」などによる新ユーザー価値提案

ＤＪのような音楽再生を
カーＣＤ/ＡＶで実現

（パイオニア予測）

新興国ニーズに適合した機能・価格両立商品の
導入

カーＡＶ商品力強化により、新興国を中心に販売
拡大

市販： カーオーディオ

先進国

新興国

先進国

新興国

先進国

新興国

先進国

新興国
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カーナビゲーション戦略をグローバルに推進

スマートフォン市場規模予測 （全世界）

日本
カーナビゲーション

市場規模予測（日本）

据置型カーナビゲーション市場 （新興国）：

中国を中心に、ＦＹ14 300万台規模と推定

（矢野経済研究所）

欧米

フルラインアップ戦略による

トップクラスのポジション堅持

スマートフォン連携による

ＰＮＤ市場攻略

新興国

中国を中心に据置型ＡＶナ

ビゲーションによる売上拡大

スマートフォン連携による事

業拡大

１．既存事業の堅実な成長 （カーエレクトロニクス） (4/5)

（単位：億台）

カーナビゲーション
市場規模予測（北米・欧州）

市場：

• 据置型比率60％超

• スマートフォン普及拡大

市場：

• ＰＮＤ比率95％超

• スマートフォン普及拡大

市場：

• 据置型市場
推定300万台超
（中国市場中心）

• スマートフォン普及拡大

先進国

新興国

ＰＮＤ

据置型

ＰＮＤ

（パイオニア予測）

市販： カーナビゲーション

据置型

（単位：千台） （単位：千台）

（パイオニア予測）
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日本

北米・欧州

新興国

● サイバーナビ

独自機能（ＡＲスカウターモード等）を軸と
した新ユーザー価値提案

ボリュームゾーンでの豊富なラインアップと
機能・価格競争力のある商品展開

● 楽ナビ ● エアーナビ

中国を中心に据置型カーナビゲーション
（地域専用モデル）展開

１．既存事業の堅実な成長 （カーエレクトロニクス） (5/5)

カーナビゲーション戦略をグローバルに推進

据置型カーナビゲーション市場での
機能・価格両立商品展開

● ＡＶ一体型カーナビゲーション
（米国・欧州）

● ＡＶ一体型カーナビゲーション

（中国）

〔カーナビゲーション（据置型）シェア〕

国内：FY11 30% ⇒ FY14 39%

米国：FY11 42% ⇒ FY14 42%

西欧：FY11 35% ⇒ FY14 36%

（単位：千台） カーナビゲーション
販売台数計画 （日本）

（単位：千台） カーナビゲーション
販売台数計画 （北米・欧州）

据置型

スマートフォン連携型

（単位：千台） カーナビゲーション
販売台数計画 （新興国）

据置型

スマートフォン連携型

スマートフォン
連携製品によ
るＰＮＤ攻略

スマートフォン
連携ビジネスの
迅速な展開

アライアンス
によるスマー
トフォン連携
ビジネスの拡
大

● スマートフォン連携
ナビクレイドル

● ヘッドアップ
ディスプレイ

● スマートフォン連携
ディスプレイ
オーディオ

スマートフォン連携

スマートフォン連携型／ＰＮＤ

据置型

＋＋

＋＋

＋＋

市販： カーナビゲーション
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その他
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営業利益

多彩な商品ラインアップにより顧客層を拡大

商品開発のさらなる効率化の実践

戦略的アライアンスの推進

ホームＡＶ事業の黒字化維持･拡大

多彩な商品ラインアップにより顧客層を拡大

商品開発のさらなる効率化の実践

戦略的アライアンスの推進

ホームＡＶ事業の黒字化維持･拡大

１．既存事業の堅実な成長 （ホームエレクトロニクス事業）

光
ディスク

戦略的アライアンスの推進

ＤＪ機器

ホーム

ＡＶ

主要方針（FY12～）

市場創造型商品を加えた商品ラインアップの拡充市場創造型商品を加えた商品ラインアップの拡充

中国での協業を始めとした新興国における売上拡大中国での協業を始めとした新興国における売上拡大

ＯＤＭ活用等の効率的な商品開発による収益性改善ＯＤＭ活用等の効率的な商品開発による収益性改善

既存事業領域でのトップクラスのブランド維持・拡大既存事業領域でのトップクラスのブランド維持・拡大

提案型商品（薄型・多層化・外付等）によるＢＤ売上拡大提案型商品（薄型・多層化・外付等）によるＢＤ売上拡大

新規事業領域（クラブ関連事業拡大）参入新規事業領域（クラブ関連事業拡大）参入

魅力ある商品の効率的開発により、売上拡大と収益確保を実現

（単位：億円)
(営業利益)

（単位：億円）
（売上高）

ホームエレクトロニクス
売上計画

※利益率 FY11 1.6% ⇒ FY14 4.8%

光ディスク

DJ機器

ホームAV
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新・中期事業計画の骨子

1. 既存事業の堅実な成長

2. 新興国市場への進出と事業拡大

3. 新規事業の開発

4. 戦略的アライアンスの推進

以下の4つの取り組みを柱に、成長を実現

新・中期事業

計画の骨子
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2. 新興国市場への進出と事業拡大

成長を続ける新興国で、当社の保有する『強み』

を活かし、事業を拡大させる

ＦＹ11は中国、ＦＹ12はブラジルをターゲット、

ＦＹ13以降はインド・ロシア・ＡＳＥＡＮ・中南米・

中東・アフリカ等での事業拡大を目指す

キーメッセージ

30

２．新興国市場への進出と事業拡大(1/2)

自社の強みを活かした地域別戦略の推進

地域ニーズを重視したマーケティング力の拡充

戦略的アライアンスによる確実な展開

ＦＹ15目標：中国事業規模 1,000億円、ブラジル・中南米売上 550億円

自社の強みを活かした地域別戦略の推進

地域ニーズを重視したマーケティング力の拡充

戦略的アライアンスによる確実な展開

ＦＹ15目標：中国事業規模 1,000億円、ブラジル・中南米売上 550億円

アフリカ

ロシア

ＡＳＥＡＮ・
中東

インド

戦略的アライアンスの推進

ブラジル・
中南米

中国

主要方針（FY12～）

アライアンス活用と体制強化による地域戦略強化・推進アライアンス活用と体制強化による地域戦略強化・推進

強固なブランド力と現地生産拠点を活用した事業拡大強固なブランド力と現地生産拠点を活用した事業拡大

カーエレクトロニクス拡大とホームエレクトロニクス新規参入カーエレクトロニクス拡大とホームエレクトロニクス新規参入

地域別の戦略展開により、ＦＹ14 売上1,665億円を目指す

カーエレクトロニクス/ホームエレクトロニクスの両輪による事業拡大カーエレクトロニクス/ホームエレクトロニクスの両輪による事業拡大

現地販売体制の強化による事業拡大現地販売体制の強化による事業拡大

リソース拡充による現地企画・マーケティング力強化リソース拡充による現地企画・マーケティング力強化

新興国売上計画（単位：億円）

将来の有望市場としての開拓準備将来の有望市場としての開拓準備

その他

1,065

1,365
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24%

28%
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新興国比率

インド・
ASEAN・

中東

ブラジル・
中南米

中国

※新興国売上計画は、全事業の合計金額。

※新興国比率は、全事業の売上に占める新興国の売上比率。

（最終顧客に先進国の消費者を多く含む光ディスクドライブ事業

（PC関連）を除いて算出。）
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２．新興国市場への進出と事業拡大(2/2)

現地関連会社の人員拡充による販売力・マーケティング力の強化

地域ニーズに対応した商品拡充ＯＥＭ取引先との連携強化カーエレクトロニクス/ホームエレクト
ロニクスのトップクラスのブランド力

ＡＳＥＡＮ・
中東

アルゼンチン、コロンビアにおける拠点開設と現地企画力の強化

高い販売シェアの維持とさらなる拡大

現地販売体制拡充による、ロシア内地方都市および周辺国への事業展開強化

トップクラスの販売シェア
カーＣＤ、カースピーカー
ホーム用ＡＶレシーバー

ロシア

現地販売体制拡充

カーディーラーチャネルでの販売拡大

都市部から周辺部への販売網拡大

ＯＥＭ取引先との連携強化

中東拠点の人員拡充による、販売力・マーケティング力の強化アフリカ

アライアンスを軸としたスムーズな市
場参入カーエレクトロニクスのトップクラス

のブランド力

インド

現地生産によるＤＶＤ、ＢＤ商品参入

ブラジルでの合弁会社による部品／

ＥＭＳ事業の拡大

アライアンスの連携強化による製品

ラインアップ拡大とブランド力増強

内陸部への事業展開を拡大

中国専用モデルの投入

ホームエレクトロニクス/その他

•

カーエレクトロニクス、ＤＪ機器のトッ
プクラスのブランド力
生産拠点保有によるコスト競争力

戦略的アライアンスの推進
カー：上海汽車 ホーム：蘇寧電器

カーＯＥＭ取引先との連携

当社の強み

現地ニーズに対応した商品ラインアップ
拡充

カーディーラーチャネルでの販売拡大

ＯＥＭ取引先との連携強化

ブラジル・
中南米

アライアンスの連携強化

ＯＥＭ取引先との連携強化

中国専用カーナビゲーション投入による

市場攻略とシェア拡大

中国

カーエレクトロニクス

当社の強みを活かし、事業／地域別に最適な施策を実行

カーエレクトロニクス市場はＯＥＭ中心であ
り、カーディーラールートが大半を占める

流通チャネルは大型店よりも中小型店、専
門店が中心

新車の純正装着率が低く、カーエレクトロ
ニクスは市販中心
家電量販店等の流通チャネルが成長
高関税

32

新・中期事業計画の骨子

1. 既存事業の堅実な成長

2. 新興国市場への進出と事業拡大

3. 新規事業の開発

4. 戦略的アライアンスの推進

以下の4つの取り組みを柱に、成長を実現

新・中期事業

計画の骨子
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3. 新規事業の開発

カーエレクトロニクス、ホームエレクトロニクスに

次ぐ第３、第４の事業を立ち上げる

当社の技術力の強みを活かした、戦略パート

ナーとのアライアンスで、スピード感と確実性の

高い事業展開を実現

キーメッセージ
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３．新規事業の開発(1/4)

新たな需要をもたらす新規事業の創造と拡大

新規分野への事業参入と育成

戦略的アライアンスによる新価値提案力の強化

新たな需要をもたらす新規事業の創造と拡大

新規分野への事業参入と育成

戦略的アライアンスによる新価値提案力の強化

アライアンスの積極推進により、新価値提案を高度化・高速化

新規分野への

事業参入と育成

新たな需要を

もたらす新規事業

の創造と拡大

主要方針（FY12～）

① “ハード・ソフト＋情報サービス”による、新しい
ユーザー価値の提供

① “ハード・ソフト＋情報サービス”による、新しい
ユーザー価値の提供

② ＡＶと異分野の融合による、新たな音楽文化
の創造

② ＡＶと異分野の融合による、新たな音楽文化
の創造

③ 新たな事業分野への参入により、事業ライン
を拡大

③ 新たな事業分野への参入により、事業ライン
を拡大

街・家・車で新規事業を展開し、ＦＹ15売上1,000億円を目指す

■ スマートフォンとカーナビの連携強化 ■ ホームエレでの展開拡大

■ ＡＶとストリートダンス文化を融合 ■ＤＪ文化等、さらなる融合へ

■自転車関連 ■部品／ＥＭＳ事業 ■有機ＥＬ照明、・・・

新規事業売上計画（単位：億円）

1,000
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370

105

0

500

1,000

FY12 FY13 FY14 FY15
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３．新規事業の開発(2/4)

新規事業による新価値創造をカーエレクトロニクス・ホームエレクトロニクス両事業で推進

新たな需要をもたらす新規事業の創造と拡大

① “ハード・ソフト＋情報サービス”による、新しい
ユーザー価値の提供

② ＡＶと異分野の融合による、新たな音楽文化
の創造

【カーエレクトロニクス】

スマートフォンとカーナビアプリ、ナビクレイドルに
よる新ビジネスの国内展開強化とグローバル展開 （FY12～）

ヘッドアップディスプレイによる直感的な情報伝達性と、
かつてないドライブシーンを提案 （FY13～）

安全・快適なインターネットアクセスを実現する、
統合サービス“Ｚｙｐｒ”を開始 （FY12～）

【ホームエレクトロニクス】

マルチＡＶシステム導入により新市場を創造 （FY13～）

ナビクレイドル

ヘッドアップディスプレイ

スマートフォン連携
ディスプレイオーディオ

街・家・車の多彩なシーンに
“音楽の楽しさ”が広がる新提案を拡大する

ＡＶ文化

街

家

車

“音楽の楽しさ“

ＡＶをとりまく

多様な文化と融合
（ダンス、ＤＪ、楽器演奏・・・）

インターネット用統合サービス

ＳＴＥＥＺ シリーズ：
ＡＶとストリートダンス文化を融合

｢ＭＩＸＴＲＡＸ｣（楽曲解析技術）
により、カーエレとＤＪ文化を融合
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新規分野への事業参入と育成

３．新規事業の開発(3/4)

新たな事業分野に進出し、新規事業を育成

カーナビで培った技術・知見

を活かし、スポーツサイクル

ユーザーの需要を喚起

【有機ＥＬ照明事業】

三菱化学株式会社との協業にて

事業展開

蒸着型光源パネル事業化推進

塗布型技術の共同研究開発

【ＨＶＴ方式スピーカー】

薄型・低音域再生を強み

に、ＡＶ他の様々な潜在需

要を掘り起こす

【医療・健康機器関連事業】

【自転車関連機器事業】

巨大な市場が見込まれる医療・健康機器関連

分野への参入を検討 （次ページ参照）

【ＥＶ関連事業】

ＥＶ時代に期待される情報・
サービスを提供

ＥＶ専用情報端末開発

「非接触充電システム」による
街・家・車をつなぐ価値提案

（FY15～本格展開予定）

（FY11～）

③ 新たな事業分野への参入により、事業ラインを拡大

（FY14～本格展開予定）

亜洲光学グループとの生産合弁会

社パイオニア ヨーキ ド ブラジルに

て、下記事業を展開

機構部品生産・販売事業

ＥＭＳ製造請負事業

デジタルカメラ生産事業（写真はパイオニア ド ブラジル）

【部品／ＥＭＳ事業】 （FY12～）

（FY12～）
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３．新規事業の開発(4/4)

当社の強み（映像技術、光技術、音響技術等）を活かし、「医療・健康機器
関連分野」へ参入検討。 次世代を担うコアビジネスとして、育成する。

日本放送協会（ＮＨＫ）との共同研究による「ＨＥＥＤ-ＨＡＲＰ

デバイス」の｢高感度｣・「低消費電力」という特長を活かし、

手術の際も患者に優しい「低侵襲医療用カメラ機器」への応

用を検討

ＦＹ15実用化にむけて、独立行政法人国立成育医療研究セ

ンターをはじめとする医療機関の協力により開発を進め、さ

らなるアライアンスも検討

【高感度撮像技術を「医療用カメラ機器」へ活用】

【光ディスク技術を「小型血流計」へ活用】

当社が長年培ってきた光ディスクピックアップの読み取り技

術と、血液中の赤血球がレーザー光を反射散乱する性質を

応用し、低コストかつ高性能の「非侵襲小型血流センサー」

を実現

最初の展開例として、小型血流計への応用を検討

医療機器メーカーとの協業も視野に入れ、ＦＹ15の実用化を目指す

光ディスクシステム 小型血流センサー

参入への足がかりとして、まず以下の技術の実用化に取り組む

小型血流センサーにいたるまでの道のり

ＨＥＥＤ－ＨＡＲＰデバイス 医療用カメラにいたるまでの道のり

光ディスク

半導体レーザ（光
源）
フォトダイオード（受光素
子）

映像信号

生体

半導体レーザ
（光源）

フォトダイオード
（受光素子）

血流波形

1997年
当社独自の高効率電子放出素子（ＨＥＥＤ）発表。
次世代ディスプレイ用途として研究開始

2005年
ＮＨＫと共同でＨＥＥＤ-ＨＡＲＰ撮像板を用いた
小型・超高感度カメラの開発に成功

2009年
独立行政法人国立成育医療研究センターが
中心となり、ＨＥＥＤ-ＨＡＲＰ撮像板を用いた
高感度カメラ機器の開発に着手

Journal of Vacuum Science & Technology、応用物理学会
等、これまでに35件の論文・発表を実施。特許出願47件。

2006年 九州大学とセンサ－小型化構造について共同研究開始

2009年 センサー小型化・実用化に成功。プロトタイプ完成

ＩＥＥＥ Ｔｒａｎｓａｃｔｉｏｎ ｏｎ Ｂｉｏｍｅｄｉｃａｌ Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ等、
これまでに５件の論文・学会発表を実施。特許15件出願。

HEED : High-efficiency Electron 

Emission Device
HARP : High-gain Avalanche Rushing 

amorphous Photoconductor
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新・中期事業計画の骨子

1. 既存事業の堅実な成長

2. 新興国市場への進出と事業拡大

3. 新規事業の開発

4. 戦略的アライアンスの推進

以下の4つの取り組みを柱に、成長を実現

新・中期事業

計画の骨子
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４．戦略的アライアンスの推進

戦略パートナーとの協業を積極的に推進し、新・中期事業計画を達成する

関係のさらなる強化を推進する将来に向けての連携内容を検討中カーエレクトロニクス
ＯＥＭ事業強化本田技研工業

2011年末よりデジタルカメラ生産開始
予定
2012年稼動に向け工場新棟建設中
ＦＹ15：売上計画120億円

2011年10月、合弁会社「パイオニア ヨー
キ ド ブラジル」を設立

ブラジルでの部品生産
／ＥＭＳ協業亜洲光学

有機ＥＬ光源パネル販売合弁会社の設
立を検討

蒸着型有機ＥＬ光源パネルの生産・供給を
開始、塗布型有機ＥＬ光源パネルを共同開
発中

有機ＥＬ照明の共同開発三菱化学

展示店舗数を2014年に1,000店以上
に拡大する
ＦＹ15販売計画：薄型テレビ100万台、
デジタルカメラ50万台

蘇寧電器の当社製品取扱い店舗は300店
に拡大 （2011年８月時点）

中国でのホームエレクト
ロニクス商品の売上拡大蘇寧電器

強力な商品提案を推進し、ブルーレイ
ディスクドライブの普及拡大を促進する

合弁会社により光ディスク事業は、安定的
な利益構造を実現

合弁事業によるブルー
レイディスクドライブ生産シャープ

現在の事業基盤を海外展開も含めて
さらに拡大していく

サービス提供とクレイドル販売開始、会員数
は順調に増加し、事業性が鮮明に

スマートフォン向けカー
ナビゲーションサービスＮＴＴドコモ

中国市場に対応した製品開発とテレマ
ティックス事業開始に向けた活動を推
進する

合弁会社である安悦先鋒汽車がＯＥＭカー
ナビゲーションを出荷

中国でのＯＥＭカーナビ
ゲーションの開発とテレマ
ティックス事業の進展

上海汽車

検討範囲をカーエレクトロニクス事業全
般に展開し、ビジネス拡大を推進する

共同開発による新プラットホームを採用し
た新商品を発売

カーナビゲーションシステ
ムの共同開発三菱電機

中期計画進捗状況目的提携相手
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財務戦略

成長戦略実現のため、新カテゴリー商品の開発、新

市場開拓等に積極的に投資を行う

（設備投資・研究開発費の25％を新規事業に投資）

早期復配を目指す

ＲＯＥ 20％以上を目指し、成長を継続

自己資本比率 40％を目指し、安定的な財務基盤を

実現

キーメッセージ
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新・中期事業計画 業績見通し （全社／事業部別）
単位：億円

全社 FY11 FY12見通し FY13計画 FY14計画

売上高 4,575 4,400 5,300 5,700

営業利益 158 110 270 310

営業利益率 3.5% 2.5% 5.1% 5.4%

経常利益 123 75 230 280

当期純利益 104 10 150 210

事業部別

売上高 2,541 2,670 3,250 3,350

営業利益 140 70 200 220

売上高 1,576 1,280 1,510 1,670

営業利益 25 35 55 80

１ＵＳドル 85.72円 77.41円 75円 75円

１ユーロ 113.12円 109.40円 105円 105円

１株当たり純利益 32.24円 3.11円 46.72円 65.41円

ＲＯＥ 12.0% 1.2% 17.7% 20.5%

１株当たり純資産 264.78円 240.25円 286.45円 351.01円

ＲＯＡ 3.0% 0.3% 4.6% 6.3%

為替前提レート

カーエレクトロニクス

ホームエレクトロニクス
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新・中期事業計画ー棚卸資産、研究開発費、設備投資、減価償却費

(単位：億円)

FY11 FY12見通し FY13計画 FY14計画

棚卸資産 596 585 630 670

回転日数 47日 43日 41日 39日

研究開発費 330 350 385 400

売上高比率 7% 8% 7% 7%

設備投資 221 325 290 310

減価償却費 298 260 290 310
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新・中期事業計画 キャッシュフローおよび財務指標

注） 1.  「投資キャッシュ・フロー」、「現金及び預金」には、３ヵ月超の定期預金を含んでいます。

２. D/E 比率＝有利子負債÷（純資産－少数株主持分）

【キャッシュ・フロー】 (単位：億円)

FY11 FY12見通し FY13計画 FY14計画

営業キャッシュ・フロー 375 265 530 430

投資キャッシュ・フロー 39 -320 -290 -235

財務キャッシュ・フロー -742 5 -80 -150

フリー・キャッシュ・フロー 413 -55 240 195

【財務指標】

FY11 FY12見通し FY13計画 FY14計画

純　　　　資　　　　産 885 810 960 1,170

自　己　資　本　比　率 27% 25% 28% 34%

ネ ッ ト 有 利 子 負 債 403 465 232 44

Ｄ／Ｅ　比　率 1.0倍 1.1倍 0.9倍 0.6倍

現 金 及 び 預 金 476 410 565 610
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